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【34 回生同窓会報告】 

34 回生同窓会(クラス会)開催記 

井内 政男 

34 回生の同窓会(クラス会)が平成 22 年 10 月 21 日、22 日に京都の白河院で開催されました。 

宴会は山田先生のお言葉と、遠く北海道から出席の白井さんの乾杯の音頭で始まりました。 

尚、白河院は山田先生のご紹介で、池泉回遊式の本格的な山水庭園と数奇屋造りの別館を有する京都らし

い幽雅な和風旅館です。 

庭園は平成 15 年 4 月 1 日付けで京都市指定名勝となっています。 

宴会は例により病気の話や、技師会の話で盛り上り、楽しく終了しましたが、翌日、他の卒業生(36 回生)の同

窓会に出席のため、夕食だけで帰られたのは残念でした。 

明けて 22 日は昼食会を希望者 5名によりオプションで開催しました。 

場所はミシュラン三ツ星の「菊の井」でした。我々の年代になると生きるために食べているのではなく、食べる

ために生きているようなものです。 

美味しいものは生きがいであり、前夜の白河院での夜食に近江牛の料理を一品追加しました。 

また、翌日の「菊の井」も、日本料理の最高峰を食べるのも価値があると思いました。 

自画自賛ですが、皆様に喜んでいただいたものと思っています。 

 

 

出席者 山田勝彦先生、井内政男、稲井敬、金口 稔、後藤正季、白井直器、鈴木寿一、中沢宏吉、三吉凡夫 
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